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研
究
ノ
ー
ト

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
集
団
的
行
為
者
論
に
つ
い
て大

河
原

伸

夫

は
じ
め
に

政
治
の
中
で
、
組
織
や
団
体（
た
と
え
ば
議
会
、
政
党
、
利
益
団
体
）

の
行
動
に
関
す
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
る
。
個
々
の
人
間
だ
け

が
行
動
し
得
る
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
組
織
や
団
体
の
行
動
と
は

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
組
織
や
団
体

が
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
も
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
答
え

る
こ
と
は
、
政
治
的
行
動
主
体
及
び
そ
の
行
動
の
研
究
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
Ｐ
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
「
集
団
的
行

為
者
（g

ro
u
p a

g
en
t

）」１
）

実
在
論
を
検
討
す
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
議
論

の
特
徴
に
つ
い
て
、
Ｄ
・
リ
オ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
社
会

科
学
に
お
い
て
、
個
々
人
だ
け
で
な
く
「
集
団
」
に
も
「
行
為
者
と
い

う
地
位
」
を
与
え
る
こ
と
に
対
す
る
懐
疑
は
、「
社
会
的
選
択
論
」
の
分

野
で
、
ま
た
「
個
人
主
義
」
の
立
場
か
ら
、
提
出
さ
れ
て
き
た
。
前
者

は
、
諸
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
一
貫
し
た
選
好
か
ら
、
一
貫
し
な
い
社
会
的

選
好
が
生
じ
得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
者
は
、
個
人
の
み
を
行
為
者

と
と
ら
え
、「
集
団
」の
行
為
者
性
に
関
す
る
語
り
は
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル

な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
議
論
の
特
徴
は
、
個
人

レ
ベ
ル
の
一
貫
し
た
選
好
か
ら
一
貫
し
な
い
社
会
的
選
好
が
生
じ
得
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
個
々
人
の
行
動
な
く
し
て
「
集
団
」
の
行
動

も
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
、「
集
団
」
に
「
行
為
者
と
い
う
地
位
」
を
与

え
る
点
に
あ
る
（R

io
s 2009,

p
p
.92

94 ２
）

）。

二
〇
一
四
年
に
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
「
集
団
的
行
為
者
」
を
「
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
」
と
す
る
諸
説
に
反
論
し
た
論
文
（P

ettit 2014 ３
）

）
を
発
表
し

て
い
る
。「
集
団
的
行
為
者
」実
在
論
は
、
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た

Ｃ
・
リ
ス
ト
と
の
共
著
（L

ist a
n
d P

ettit 2011

）
で
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
。（
同
書
に
つ
い
て
は
、
雑
誌E

pistem
e

で
特
集
が
組
ま
れ
た４

）
。）

ま
た
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
二
〇
〇
三
年
及
び
二
〇
〇
九
年
の
論
文
は
、「
集

団
的
行
為
者
」
の
実
在
性
を
主
題
と
し
て
い
る
（P

ettit 2003,P
ettit

 
2009b

）。
本
稿
で
は
、「
集
団
的
行
為
者
」の
実
在
性
の
論
証
が
充
分
に

為
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
ま
ず
二
〇
一
四
年
論
文
の
内
容

を
検
討
し
、
次
に
リ
ス
ト
と
の
共
著
及
び
前
記
の
論
文
二
点
の
内
容
を

検
討
す
る
。
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一ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
二
〇
一
四
年
論
文
は
、「
強
い
実
在
論
の
立
場５

）
」を
擁

護
し
よ
う
と
す
る
（P

ettit 2014,
p
.1641 ６

）
）。
以
下
、
同
論
文
の
第
一

節
か
ら
第
四
節
ま
で
、各
節
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。「
集
団
的
行
為
者
」

の
実
在
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
第
五
節
は
、
本
稿
で
は

取
り
上
げ
な
い
。

第
一
節
「
行
為
者
と
し
て
の
地
位
の
問
題
」

ペ
テ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
集
団
的
行
為
者
」
と
は
、「
集
団
で
、
そ

の
成
員
が
｜
集
団
全
体
が
個
人
的
行
為
者
を
模
倣
す
る
（sim

u
la
tes

）

よ
う
に
、
あ
る
い
は
個
人
的
行
為
者
に
似
る
（m

im
ics

）
よ
う
に
｜
集

団
内
の
役
割
に
即
し
て
行
為
す
る
も
の
」
で
あ
る
（p

.1641
）。「
任
意
団

体
、
企
業
、
教
会
組
織
、
政
党
、
及
び
適
切
に
機
能
し
て
い
る
国
家
」

は
、
集
団
的
行
為
者
で
あ
る（p

.1642

）。「
我
々
は
、
集
団
に
目
標
あ
る

い
は
目
的
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
、
そ
う
し
た
目
的

の
実
現
方
法
に
関
係
す
る
環
境
表
象
を
﹇
集
団
に
｜
引
用
者
注
﹈
帰
属

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
、
関
係
す
る
成
員
の
行
動
を
、
集
団

に
帰
属
可
能
な
行
為
｜
集
団
が
、
そ
の
表
象
に
て
ら
し
て
も
っ
と
も
な

方
法
で
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
｜
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
」（p

.1641

）。

以
上
に
お
い
て
、「
我
々
」
に
よ
る
、
集
団
へ
の
「
帰
属
」
｜
そ
の
目

的
・
表
象
・
行
為
の「
帰
属
」｜
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
我
々
」

に
よ
る
「
帰
属
」
が
、
集
団
の
目
的
・
表
象
・
行
為
を
構
成
す
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
集
団
成
員

は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
集
団
が
そ
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
集

団
に
注
ぎ
込
む
。
ま
た
集
団
外
部
の
者
は
、
集
団
の
行
為
者
能
力
を
信

頼
し
、
そ
れ
を
相
手
に
仕
事
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
｜
仮
に
集
団
が
行
為

者
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
不
可
解
と
な
る
｜
こ
と
は
、「
集
団
的
行
為
者

の
実
在
性
」
の
論
拠
に
な
る
で
あ
ろ
う
。「
目
的
・
表
象
の
集
団
的
行
為

者
へ
の
帰
属
は
、
正
し
い
か
誤
っ
て
い
る
主
張
で
あ
り
、
単
な
る
比
喩

的
な
語
り
方
で
は
な
い
」（p

p
.1642

1643

）。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
説
は
、
実
在

的
な
集
団
的
行
為
者
が
目
的
を
持
ち
、
環
境
を
表
象
し
、
目
的
達
成
の

た
め
行
為
す
る
｜
そ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
、「
我
々
」
に
よ
る
目
的
・
表

象
・
行
為
の
「
帰
属
」
が
為
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

集
団
」「
行
為
者
」「
集
団
的
行
為
者
」と
い
う
主
要
概
念
に
つ
い
て

は
、L

ist a
n
d P

ettit 2011

で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
記

述
を
補
足
し
よ
う
。

第
一
に
、「
集
団
」
に
つ
い
て
。「
人
の
集
ま
り
（co

llectio
n

）」
で
、

成
員
が
入
れ
替
わ
れ
ば
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
も
変
わ
る
も
の
は
、

「
単
な
る
集
ま
り
」
で
あ
る
。
そ
の
一
例
は
、「
地
下
鉄
の
車
両
」
内
の

人
々
で
あ
る
。「
人
の
集
ま
り
」
で
、「
成
員
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
存
続
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す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
」
も
の
は
、「
集
団
」
で
あ
る
。
そ
の

例
は
、「
国
民
」、「
大
学
」、「
目
的
遂
行
的
組
織
」で
あ
る
。
集
団
成
員

が
持
つ
共
通
の
属
性
に
は
、
成
員
に
よ
っ
て
も
外
部
の
者
に
よ
っ
て
も

認
識
さ
れ
ず
、
誰
の
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
（
た
と
え
ば

「
三
人
目
に
生
ま
れ
た
」）
か
ら
、
成
員
・
外
部
の
者
に
よ
っ
て
認
識
さ

れ
、
成
員
・
外
部
の
者
の
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
（
た
と
え
ば
「
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
、
宗
教
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」）ま
で
、
様
々
な
も
の

が
あ
る
（p

p
.31

32

）。

第
二
に
、「
行
為
者
」
に
つ
い
て
。「
行
為
者
」
と
は
、「
世
界
に
つ
い

て
の
表
象
・
動
機
を
形
成
し
、
表
象
に
基
づ
い
て
動
機
を
実
現
し
よ
う

と
行
為
す
る
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
（p

.42

）。「
表
象
」（
す
な
わ
ち
「
信

念
（b

elief

）」）・「
動
機
」（
す
な
わ
ち
「
欲
求
」）
は
、
一
括
す
れ
ば
「
態

度
」
で
あ
り
、「
表
象
」
の
う
ち
二
者
択
一
的
な
も
の
は
「
判
断
」、「
動

機
」
の
う
ち
二
者
択
一
的
な
も
の
は
「
選
好
」
で
あ
る
（p

p
.25

26

）。

な
お
、
人
間
だ
け
で
な
く
ロ
ボ
ッ
ト
も
、「
行
為
者
」で
あ
り
得
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
も
、「
た
と
え
ば
円
筒
が
倒
れ
て
い
る
と
信
じ
、
そ
れ
が
立
っ
た

状
態
に
な
る
こ
と
を
欲
し
、
そ
う
し
た
信
念
に
基
づ
い
て
そ
う
し
た
欲

求
を
満
た
そ
う
と
行
為
す
る
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（p

.42

）。

あ
る
シ
ス
テ
ム
が
「
行
為
者
」
で
あ
る
た
め
に
は
、「
合
理
性
基
準
」

が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
合
理
性
基
準
」に
は
、
表
象
が
事

実
に
合
致
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
（「
態
度
｜
事
実
」
の
基
準
）、
行

為
が
表
象
・
動
機
に
基
づ
く
こ
と
を
求
め
る
も
の
（「
態
度
｜
行
為
」
の

基
準
）、及
び「
同
時
に
は
現
実
化
不
可
能
な
諸
命
題
を
真
と
す
る
表
象
、

あ
る
い
は
、そ
う
し
た
諸
命
題
が
真
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
動
機
」

を
排
除
す
る
も
の
｜
す
な
わ
ち
、
態
度
間
に
「
一
貫
性
」
を
求
め
る
も

の
（「
態
度
｜
態
度
」
の
基
準
）
が
あ
る
。
一
貫
性
を
欠
く
諸
態
度
は
、

行
為
し
よ
う
と
す
る
当
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
見
て
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
の
態

度
に
基
づ
い
て
期
待
形
成
を
行
お
う
と
す
る
他
者
か
ら
見
て
も
、
問
題

の
あ
る
も
の
で
あ
る
（p

p
.24

25

）。

第
三
に
、「
集
団
的
行
為
者
」
に
つ
い
て
。「
行
為
者
」
で
あ
ろ
う
と

す
る
「
集
団
」
は
、「
自
ら
が
生
き
る
世
界
に
つ
い
て
そ
の
信
念
が
真
で

あ
る
」よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
そ
の
諸
態
度
が
行
為

を
必
要
と
す
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
適
格
な
成
員
ま
た
は
被
用
者
｜
便

宜
上
、『
実
行
者
（en

a
cto

rs

）』
と
呼
ぼ
う
｜
が
選
ば
れ
、
必
要
な
行
為

を
行
う
権
限
が
付
与
さ
れ
る
」
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
そ
の
様
々
な
信
念
・
欲
求
が
、「
一
貫
性
の
あ
る
全
体
（co

h
eren

t
 

w
h
o
le

）」
を
形
成
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（p

p
.36

37

）。

集
団
的
行
為
者
に
は
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
。
成
員
が
下

位
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
間
に
支
配
従
属
関
係
が
あ
る
も

の
、
成
員
の
多
く
が
不
承
不
承
形
成
し
た
も
の
、
成
員
が
圧
力
を
受
け

て
、
あ
る
い
は
他
の
選
択
肢
が
な
い
た
め
や
む
な
く
、
所
属
し
続
け
て

い
る
も
の
等
々
で
あ
る
（p

.34

）。
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定
期
的
に
集
ま
り
﹇
中
略
﹈
一
貫
し
た
態
度
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
実

行
に
移
す
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」は
、「
政
治
的
な
集
団
的
行
為
者
」

で
あ
る
。「
政
党
」
や
「
政
府
」
も
、「
政
治
的
な
集
団
的
行
為
者
」
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
員
た
ち
は
、
党
綱
領
・
連
立
協
定
等
々
に
記
さ
れ

た
「
一
貫
し
た
諸
政
策
」
を
支
持
し
推
進
し
よ
う
と
意
図
す
る
。
政
党

は
、「
一
貫
性
を
実
現
す
る
こ
と
に
失
敗
す
れ
ば
、
そ
の
任
務
を
適
切
に

遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
選
挙
で
の
敗
北
あ
る
い
は
嘲
笑
を
避
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
」（p

p
.39

40
）。

な
お
、
海
浜
に
居
合
わ
せ
た
人
々
（
前
記
の
「
単
な
る
集
ま
り
」）
が
、

溺
れ
か
か
っ
て
い
る
者
を
助
け
よ
う
と
す
る
際
、「
共
同
行
為
（jo

in
t

 
a
ctio

n

）」
が
生
ず
る
。「
単
な
る
集
ま
り
」
に
は
、
集
団
的
行
為
者
性
は

あ
り
得
な
い
が
、「
共
同
行
為
者
性（jo

in
t a
g
en
cy

）」は
あ
り
得
る（p

p
.

32,
215

216
n
.18

））。

以
上
、
二
〇
一
四
年
論
文
第
一
節
の
要
点
を
述
べ
、
主
要
概
念
に
つ

い
て
リ
ス
ト
と
の
共
著
の
記
述
を
補
足
し
た
。
次
に
、
集
団
的
行
為
者

を
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
把
握
す
る
諸
説
に
反
論
し
た
第
二
、
三
、
四

節
を
取
り
上
げ
よ
う
。

第
二
節
「
集
団
的
行
為
者
は
表
現
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
」

こ
の
節
で
は
、
集
団
的
行
為
者
を
「
表
現
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と

把
握
す
る
説
（
す
な
わ
ち
、
集
団
を
「
実
在
的
行
為
者
」
視
す
る
の
は

「
比
喩
的
な
言
語
」
に
捕
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
）
が
批
判
さ

れ
て
い
る
（P

ettit 2014,
p
.1643

）。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
Ａ
・
ク
イ
ン
ト
ン
の
議
論
を
取
り
上
げ
る
。
ク
イ

ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、「
集
団
は
、
信
念
・
感
情
・
態
度
を
持
ち
、
決
定
し

約
束
す
る
、
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
語
り
方
は
、
明
ら
か
に

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
集
団
に
心
的
な
述
語
を
帰
属
さ
せ

る
こ
と
は
、
常
に
、
そ
の
成
員
に
そ
う
し
た
述
語
を
間
接
的
な
や
り
方

で
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る７

）
」（p

.1643

）。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
次
の
よ

う
に
反
論
し
て
い
る
。
確
か
に
、「
証
券
市
場
は
、
政
府
の
財
政
政
策
に

対
し
厳
し
い
判
断
を
下
し
た
」「
有
権
者
は
、
二
つ
の
政
党
に
政
治
権
力

を
分
け
与
え
た
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
々
は
集
団
に
つ
い
て
「
比

喩
的
」
に
語
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
集
団
の
行

為
者
性
一
般
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
我
々
は
市
場
や
有
権
者
と
契

約
を
結
ぶ
こ
と
は
な
い
が
、「
組
織
さ
れ
た
団
体（a

sso
cia
tio
n
s

）、
企

業
、
教
会
、
政
党
、
そ
し
て
実
に
国
家
」
は
、
我
々
の
仕
事
相
手
に
な

る
。
こ
れ
ら
は
、「
行
為
者
と
表
象
可
能
」
で
あ
る
（p

p
.1643

1645

）。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
次
に
、「
表
現
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」説
と
結
び
つ
く

も
の
と
し
て
、
生
物
だ
け
が
行
為
者
た
り
得
る
と
い
う
考
え
、
ま
た
、

「
成
員
間
の
諸
関
係
の
枠
組
み
」
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
企
業
は
真
の

行
為
者
た
り
得
な
い
と
い
う
考
え
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
前
者
に
対

し
、
行
為
者
で
あ
る
た
め
の
条
件
を
満
た
せ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
で
さ
え
も
行
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為
者
を
成
す
の
で
あ
っ
て
、
集
団
は
「
行
為
者
と
表
象
可
能
」
な
場
合

が
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
後
者
に
対
し
て
も
、
何
ら
か
の
諸
関
係

を
含
む
集
団
が
行
為
者
で
あ
る
た
め
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、そ
れ
は「
行

為
者
と
表
象
可
能
」
と
な
る
、
と
述
べ
て
い
る
（p

p
.1644

1645

）。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
さ
ら
に
、
集
団
の
「
自
己
表
象
」
に
着
目
し
、
次
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
団
体
、
企
業
、
教
会
」
な
ど
の
集
団
は
、「
何

ら
か
の
目
的
を
持
ち
、
何
ら
か
の
表
象
を
形
成
し
、
そ
う
し
た
表
象
に

基
づ
い
て
そ
う
し
た
目
的
の
た
め
行
為
し
て
い
る
と
表
象
可
能
」
で
あ

る
ば
か
り
で
な
い
。
そ
れ
ら
の
集
団
は
、「
自
ら
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た

目
的
・
表
象
を
持
ち
、対
応
す
る
行
為
を
実
行
し
て
い
る
と
表
象
す
る
」。

そ
れ
ら
の
集
団
は
ま
た
、（
あ
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
、
あ
る
約
束
を
し

た
、
と
い
う
）「
行
為
拘
束
的
（co

m
m
issiv

e

）」
な
「
自
己
表
象
」
を

持
つ
。「
行
為
者
と
し
て
表
象
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
行
為
者
と

し
て
自
己
表
象
さ
え
し
お
お
せ
る
集
団
」
は
、「
文
字
通
り
の
意
味
」
で

「
行
為
者
」
で
あ
る
（p

p
.1645

1647

）。

さ
て
、「
表
現
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」説
に
依
拠
す
れ
ば
、
集
団
を「
行

為
者
と
表
象
」
す
る
こ
と
も
、
集
団
は
「
行
為
者
と
し
て
自
己
表
象
」

す
る
と
考
え
る
こ
と
も
、「
比
喩
的
な
言
語
」に
捕
わ
れ
て
い
る
、
と
い

う
解
釈
が
成
り
立
ち
得
よ
う
。
そ
う
し
た
解
釈
は
成
り
立
た
な
い
と
主

張
す
る
に
は
、
集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り
が
そ
の
成
員
に
関
す
る

語
り
に
還
元
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
集
団

を
「
行
為
者
と
表
象
可
能
」
と
す
る
議
論
の
中
で
、
ま
た
、
集
団
の
（
意

図
、
約
束
等
々
の
）「
自
己
表
象
」に
関
す
る
議
論
の
中
で
も
、
そ
う
し

た
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
集
団
の
意
図
・
約
束
に
つ
い

て
論
ず
る
際
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り
が
そ

の
成
員
に
関
す
る
語
り
に
還
元
さ
れ
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
｜「
集

団
の
名
に
お
い
て
語
る
こ
と
を
裁
可
さ
れ
た
者
が
、
何
か
を
行
う
と
い

う
集
団
の
意
図
を
発
表
し
た
場
合
、
こ
の
発
表
は
﹇
中
略
﹈
必
要
な
同

調８
）

を
生
み
出
す
の
に
十
分
で
あ
る
の
で
、
そ
の
集
団
は
そ
れ
を
行
お
う

と
意
図
し
た
こ
と
に
な
る﹇
後
略
﹈」。
代
表
者
た
ち
は
、「
集
団
が
何
を

意
図
す
る
か
を
決
定
す
る
権
限
」
を
持
ち
、「
集
団
に
意
図
を
持
た
せ

る
」。
代
表
者
た
ち
は
、
或
る
行
為
の
実
行
を
集
団
に
「
約
束
」
さ
せ
る

こ
と
も
あ
る
（p

p
.1645

1646

）。

以
上
か
ら
、「
表
現
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」説
に
対
す
る
ペ
テ
ィ
ッ
ト

の
批
判
に
は
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
節
「
集
団
的
行
為
者
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」

こ
の
節
で
は
、
集
団
的
行
為
者
を
「
集
合
的
行
為
の
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
便
利
な
や
り
方
を
我
々
に
提
供
す
る
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（p

.1643

）
と
把
握
す
る
説
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
手
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が
か
り
と
し
て
、『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』（
第
一
五
章
、
第
一
六
章
）
に

お
け
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る９

）
。

ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
れ
ば
、
集
団
の
成
員
た
ち
は
、
集
団
と
し
て
行
為
す

る
た
め
の
指
針
を
得
る
た
め
、
一
人
あ
る
い
は
複
数
の
人
間
（「
代
表

者
」）
の
「
声
」
を
「
公
言
（a

v
o
w
a
l

）
及
び
約
束
の
源
」
と
し
て
「
裁

可
」
す
る
｜
す
な
わ
ち
、「
代
表
者
の
声
」
を
集
団
の
「
心
」
を
表
現
す

る
も
の
と
し
て
扱
う
。（「
代
表
者
の
声
」は
、「
既
存
の
本
来
的
な
行
為

者
の
声
（th

e v
o
ice o

f a p
re-ex

istin
g
,
p
ro
p
er a

g
en
t

）」「
既
存

の
独
立
し
た
声
」
で
あ
る
。「
代
表
者
」
が
複
数
の
人
間
か
ら
成
る
場
合

は
、
多
数
決
に
よ
り
「
代
表
者
」
の
「
声
」
が
生
み
出
さ
れ
る
。）「
そ

の
声
﹇
代
表
者
の
声
｜
引
用
者
注
﹈
が
信
念
あ
る
い
は
意
図
を
公
言
す

れ
ば
、
成
員
た
ち
は
、
そ
の
信
念
あ
る
い
は
意
図
が
必
要
と
す
る
や
り

方
で
、
集
合
的
に
行
為
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
声
が
﹇
中
略
﹈
行
為
を

約
束
す
れ
ば
、
成
員
た
ち
は
、
そ
の
行
為
の
遂
行
を
確
実
な
ら
し
め
る

や
り
方
で
、
集
合
的
に
行
為
す
る
で
あ
ろ
う
」。
こ
の
よ
う
に
し
て
成
員

た
ち
は
、「
自
ら
を
｜
そ
の
声
﹇
代
表
者
の
声
｜
引
用
者
注
﹈
に
従
っ
て

集
合
的
に
行
為
す
る
｜
単
一
の
行
為
者
に
仕
立
て
る
」。「
代
表
者
の
声
」

が
集
団
の
「
心
」
を
表
現
す
る
と
い
う
の
は
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ

る
。
集
団
的
行
為
者
は
、
そ
う
し
た
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
に
基
づ
い
て

成
立
す
る
「
寄
生
的
な
、
偽
の
（p

reten
d

）
存
在
物
」
で
あ
る
（p

p
.1648

1649,
1651 10

）
）。

さ
て
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
一
人
の
人
間
（「
独
裁
者
」）
に
よ
っ
て
代
表

さ
れ
る
集
団
は
「
周
縁
的
か
つ
特
異
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
集
団
的
行
為

者
と
し
て
扱
う
必
要
は
な
い
と
述
べ
る（p

.1649

）。
そ
し
て
、「
代
表
者
」

が
複
数
の
人
間
か
ら
成
り
、
多
数
決
に
よ
り
「
代
表
者
の
声
」
が
生
み

出
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

集
団
は
、
行
為
者
で
あ
る
た
め
に
は
、「
一
貫
性
の
要
請
な
ど
、
基
礎

的
な
合
理
的
制
約
」を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
一
貫
性
を
欠
く

信
念
・
意
図
を
公
言
し
、
一
貫
性
を
欠
く
行
動
を
約
束
す
る
声
」
の
下

で
は
、
集
団
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
他
者
か

ら
信
用
・
信
頼
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
然
る
に
、
多
数
決
に
よ
っ

て
は
、
諸
判
断
に
お
け
る
一
貫
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

と
え
ば
、
Ａ
、
Ｂ
、
及
び
Ｃ
の
三
人
が
、
三
つ
の
関
連
し
た
問
題（「
ｐ
」、

「
ｑ
」、「
ｐ
か
つ
ｑ
」）そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
多
数
決
で
判
断
を
行
う
場

合
を
考
え
よ
う
。（
各
判
断
の
間
に
は
、
時
間
的
経
過
が
あ
り
得
る
。）

Ａ
及
び
Ｂ
が
「
ｐ
」
を
支
持
し
、
Ｂ
及
び
Ｃ
が
「
ｑ
」
を
支
持
す
る
場

合
、「
ｐ
」
は
可
決
さ
れ
、「
ｑ
」
も
可
決
さ
れ
る
が
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」
は

Ｂ
の
支
持
し
か
得
ら
れ
ず
否
決
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
貫
し
な
い
結

果
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
か
く
て
、
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
多
数
派
の

意
見
を
尊
重
し
「
集
団
的
行
為
者
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
を
不
可
能
に

す
る
」
こ
と
と
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
多
数
意
見
を
否
定
し
て
「
集
団

と
し
て
行
為
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
こ
と
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
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｜「
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ11

）
」
｜
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
、
多

数
決
方
式
の
下
で
の
み
生
ず
る
わ
け
で
は
な
い
。
近
年
の
「
判
断
集
約

（ju
d
g
m
en
t-a
g
g
reg

a
tio
n

）」
研
究
に
よ
れ
ば
、「
相
互
に
関
連
し
た

命
題
群
」が
あ
る
と
き
、「
各
命
題
に
関
す
る
個
々
人
の
投
票
を
｜
多
数

決
方
式
を
用
い
て
で
あ
れ
、
他
の
方
式
を
用
い
て
で
あ
れ
｜
機
械
的
に

集
約
し
、
集
約
の
結
果
か
ら
各
命
題
に
つ
い
て
の
集
団
の
立
場
を
確
定

す
る
こ
と
か
ら
、
一
貫
し
た
集
団
の
声
を
生
み
出
す
こ
と
は
可
能
で
な

い
」（p

p
.1650

1651

）。

こ
の
よ
う
に
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
」
説
（
実
質
的
に
は
ホ
ッ
ブ
ズ
説
）
に
お
い
て
、
抑
も
行
為
者
と
し

て
の
集
団
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
さ
ら

に
、
集
団
的
行
為
者
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
成

立
す
る
と
論
じ
て
い
る
。

前
記
の
、
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
す
る
集
団
の
例
に
お
い
て
、

成
員
た
ち
は
、
集
団
の
行
為
者
性
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
き
を
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
判
断
を
行
う
た
び
に
先
行
す
る
判

断
と
の
整
合
性
を
調
べ
、
整
合
性
の
欠
除
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

何
れ
か
の
判
断
を
修
正
す
る
（「
何
れ
か
の
多
数
派
意
見
を
退
け
る
」
と

い
う
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
介
入
」
を
行
う
）、
と
い
う
手
続
き
で
あ
る
。

そ
う
し
た
手
続
き
の
下
で
は
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」の
否
決
を
可
決
へ
と
修
正

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、「
ｐ
」
あ
る
い
は
「
ｑ
」
の
可
決
を

否
決
へ
と
修
正
す
る
こ
と
も
、
可
能
に
な
る
（p

p
.1650

1651

）。

一
般
に
、
行
為
者
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
集
団
に
と
り
、
採
用
で

き
る
「
既
存
の
声
」
は
存
在
し
な
い
。「
成
員
た
ち
は
、
新
し
い
、
行
為

者
の
声
（n

o
v
el,a

g
en
tia
l v
o
ice

）
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
足

を
埋
め
る
」。「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
介
入
」
を
行
う
と
い
う
手
続
き
に

従
う
「
集
団
」
は
、「
自
ら
に
、
自
分
自
身
の
声
と
心
を
与
え
る
」。「
そ

れ
﹇
集
団
｜
引
用
者
注
﹈
は
、
成
員
た
ち
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
｜
既
存
の

行
為
者
の
声
、
あ
る
い
は
既
存
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
声
、
が
集

団
と
し
て
の
成
員
た
ち
の
心
を
表
現
す
る
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
｜
を

用
い
る
こ
と
な
く
、
集
団
的
行
為
者
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
」

（p
.1651

）。

以
上
の
よ
う
に
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、集
団
成
員
の
判
断
か
ら
、「
機
械
的
」

な
手
続
き
に
基
づ
い
て
一
貫
し
な
い
「
集
団
の
声
」
が
生
み
出
さ
れ
る

場
合
と
、「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
介
入
」
の
手
続
き
に
基
づ
い
て
一
貫
し

た
「
集
団
の
声
」
が
生
み
出
さ
れ
る
場
合
を
区
別
し
、
後
者
の
場
合
に

の
み
集
団
的
行
為
者
が
成
立
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
れ
の

場
合
に
お
い
て
も
、「
集
団
の
声
」は
特
定
の
手
続
き
の
下
に
お
け
る
成

員
た
ち
の
活
動
の
産
物
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
の
み
成
立
す
る
と
さ

れ
る
集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り
は
、
そ
の
成
員
に
関
す
る
語
り
に

還
元
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
か
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
自
身
、
以
下
の
指
摘
を

し
て
い
る
｜「
成
員
た
ち
は
、集
団
的
行
為
者
性
の
条
件
を
満
た
そ
う
と
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す
る
の・
で・
、
適
切
な
、
行
為
者
の
声
（su

ita
b
le a

g
en
tia
l v
o
ice

）
を

構
築
す
る
」「
成
員
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
最
も
信
頼
で
き
る
や

り
方
で
、
あ
る
い
は
最
も
容
易
に
、
一
貫
性
を
達
成
で
き
る
か
を
議
論

す
る
」（p

.1651
）、「
成
員
た
ち
が
形
づ
く
り
維
持
す
る
声
と
は
別
に
、

こ
の
集
団
の
心
を
表
現
す
る
声
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
声﹇
成

員
た
ち
が
形
づ
く
り
維
持
す
る
声
｜
引
用
者
注
﹈
が
﹇
中
略
﹈
表
現
す

る
心
と
は
別
に
、
成
員
た
ち
が
行
動
に
移
す
（en

a
ct

）
心
は
存
在
し
な

い
」。
集
団
的
行
為
者
は
、「
成
員
が
、
自
分
た
ち
が
従
う
声
を
構
築
し
、

そ
う
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
に
自
分
た
ち
自
身
の
心
を
与
え
る
活
動
」

を
基
礎
と
し
て
、「
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
」（p

.1652 12
）

）。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」説
を
批

判
し
つ
つ
、
集
団
的
行
為
者
の
実
在
性
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、

集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り
が
そ
の
成
員
に
関
す
る
語
り
に
還
元
さ

れ
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
集
団
的
行
為
者
の
実

在
性
の
主
張
は
、
説
得
力
を
欠
く
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

第
四
節
「
集
団
的
行
為
者
は
理
論
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
」

集
団
的
行
為
者
を
「
理
論
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
把
握
す
る
説
に
よ

れ
ば
、「
集
団
は
、
そ
の
成
員
が
考
え
、
集
団
を
代
表
し
て
（o

n
 
its

 
b
eh
a
lf

）
行
為
す
る
限
り
で
、
考
え
行
為
す
る
」。
個
々
人
の
み
が
、
真

の
「
行
為
者
」
で
あ
る
。
集
団
的
行
為
者
は
、「
我
々
の
世
界
記
述
の
手

助
け
に
は
な
る
が
、
本
格
的
な
、
き
め
の
細
か
い
理
論
に
は
不
可
欠
で

な
い
理
論
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
我
々
が
集
団
の
行
為
に
つ
い

て
語
る
の
は
、「
複
雑
な
個
人
レ
ベ
ル
の
細
部
に
難
渋
す
る
」こ
と
を
避

け
る
と
い
う

理
論
的
便
宜
」に
よ
る
。
集
団
の
行
為
に
つ
い
て
の
語
り

は
、「
集
団
的
行
為
者
性
が
現
実
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
入
り

組
ん
だ
細
部
を
理
解
す
る
我
々
の
能
力
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
反

映
し
て
い
る
（p

p
.1652

1653

）。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、「
淘
汰（selectio

n

）」、「
不
変
性（in

v
a
ria
n
ce

）」、

及
び
「
相
互
作
用
（in

tera
ctio

n

）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
理
論

的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
説
に
反
論
し
て
い
る
。

淘
汰
」
に
つ
い
て
。「
一
貫
性
な
ど
の
制
約
条
件
」
を
満
た
せ
な
い

集
団
｜「
行
為
者
と
し
て
対
話
可
能
」
で
な
い
集
団
｜
は
、「
成
員
の
求

め
る
こ
と
」
を
実
現
で
き
ず
、
そ
の
「
公
言
・
約
束
」
が
他
の
行
為
者

に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
か
く
て
、
そ
う
し
た
集
団
は
「
淘

汰
」
さ
れ
て
し
ま
う
。「
淘
汰
」
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
集
団
成
員
は
、

「
自
分
た
ち
が
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
で
生
成
す
る
諸
態
度
を
モ
ニ
タ
ー
し
、

一
貫
性
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
に
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
介
入
を
行
う
」

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
淘
汰
」
の
「
圧
力
」
の
下
で
、
成
員
た
ち
は
、

「
態
度
と
行
為
の
合
理
的
中
心
と
し
て
の
集
団
」
を
維
持
す
る
こ
と
を

避
け
ら
れ
な
い
（p

p
.1655

1656

）。

不
変
性
」
に
つ
い
て
。「
淘
汰
」
の
「
圧
力
」
の
下
で
生
み
出
さ
れ
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る
「
行
為
者
的
（a

g
en
tia
l

）
パ
タ
ー
ン
」（
事
実
・
態
度
・
行
為
に
関

わ
る
パ
タ
ー
ン
で
、「
合
理
性
基
準
」
を
満
た
す
も
の13

）
）
は
、「
集
団
成

員
の
考
え
方
の
変
化
」
あ
る
い
は
「
環
境
の
変
化
」
に
関
わ
ら
ず
維
持

さ
れ
る
｜
そ
の
意
味
で
、「
不
変
性
」
を
持
つ
（p

.1655

）。

相
互
作
用
」
に
つ
い
て
。「
行
為
者
的
パ
タ
ー
ン
」
を
示
す
集
団
は
、

他
者
の
望
ま
し
い
反
応
を
期
待
し
、「
単
純
な
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
の
や
り

方
で
生
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
」
言
葉
を
｜「
裁
可
さ
れ
た
ル
ー
ト
」
を

通
じ
て
｜
発
す
る
。
相
手
方
は
、「
そ
う
し
た
言
葉
を
額
面
通
り
に
受
け

止
め
」、「﹇
そ
の
集
団
に
｜
引
用
者
注
﹈そ
う
し
た
言
葉
に
責
任
を
も
た

せ
よ
う
と
す
る
」。
そ
の
結
果
、「
相
互
作
用
の
諸
形
式
」（
交
渉
、
約
束

な
ど
）
が
生
み
出
さ
れ
る
（p

p
.1656

1658
）。

か
く
て
、
個
人
レ
ベ
ル
の
細
部
の
み
に
注
目
し
、
集
団
的
行
為
者
に

目
を
向
け
な
け
れ
ば
、「
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」を
理
解
で
き
な

い
で
あ
ろ
う（p

.1656

）。
集
団
的
行
為
者
は
、「
重
要
な
社
会
的
規
則
性

を
同
定
す
る
鍵
を
成
し
て
い
る
」。こ
の
こ
と
は
、そ
れ
が「
理
論
的
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
」
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
（p

.1658

）。

さ
て
前
記
の
よ
う
に
、「
理
論
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」説
は
、
集
団
の
行

為
に
つ
い
て
の
語
り
を
「
理
論
的
便
宜
」
の
た
め
の
も
の
と
解
釈
す
る
。

そ
の
点
で
、
そ
う
し
た
語
り
が
為
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
限
定
し
過

ぎ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。（
政
治
の
中
で
、
集
団
の
行
為
に
つ
い
て
の
語

り
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。）し
か
し
同
説
に
対
す
る
ペ

テ
ィ
ッ
ト
の
批
判
は
、
成
員
の
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
介
入
」
に
よ
り

（
実
在
的
な
）
集
団
的
行
為
者
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
主
張
に
基
づ

い
て
い
る
。
成
員
の
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
介
入
」
も
特
定
の
手
続
き

の
下
に
お
け
る
成
員
た
ち
の
活
動
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
介
入
」
に
よ

り
（
実
在
的
な
）
集
団
的
行
為
者
が
成
立
す
る
と
言
え
る
の
か
、
と
い

う
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、「
理
論
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」説
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
対
す
る
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
批
判
に
も
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
二
〇
一
四
年
論
文
は
、
集
団
的
行
為
者
を
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
す
る
諸
説
に
対
し
、「
強
い
実
在
論
の
立
場
」を
擁
護
し
よ
う

と
し
た
も
の
と
し
て
注
目
を
要
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り
は
そ
の
成
員
に
関
す
る
語

り
に
還
元
さ
れ
得
な
い
｜
集
団
的
行
為
者
は
実
在
す
る
｜
と
い
う
説
得

力
の
あ
る
議
論
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
ペ
テ
ィ
ッ

ト
の
他
の
論
考
に
目
を
向
け
よ
う
。

二本
節
で
は
、
ま
ず
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
リ
ス
ト
と
の
共
著
（L

ist
 
a
n
d

 
P
ettit 2011

）
を
取
り
上
げ
る
。
同
書
は
、「
集
団
的
行
為
者
の
論
理
的

可
能
性
」「
集
団
的
行
為
者
の
組
織
デ
ザ
イ
ン
」「
集
団
的
行
為
者
の
規
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範
的
地
位
」
の
三
部
か
ら
成
る
。
こ
こ
で
は
、「
集
団
的
行
為
者
」
の
実

在
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
着
目
し
よ
う
。

同
書
に
よ
れ
ば
、「
集
団
的
行
為
者
の
成
員
」
と
「
集
団
的
行
為
者
」

の
関
係
は
、
複
数
の
「
点
」
と
そ
れ
ら
が
構
成
す
る
「
形
」
の
関
係
に

類
似
し
て
い
る
。「
点
」
の
「
数
及
び
位
置
」
が
決
ま
れ
ば
、「
形
」
も

決
ま
る
。
同
じ
数
の
「
点
」
を
同
じ
位
置
に
置
け
ば
、
相
異
な
る
「
形
」

が
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
但
し
、「
点
」の「
数
及
び
位
置
」

が
相
異
な
っ
て
い
て
も
、
同
じ
「
形
」
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得

る
。
同
様
に
、「
集
団
的
行
為
者
の
成
員
」
の
「
態
度
と
行
為
」
が
決
ま

れ
ば
、「
集
団
的
行
為
者
」
の
「
態
度
と
行
為
」
も
決
ま
る
。「
集
団
的

行
為
者
の
成
員
」
の
「
態
度
と
行
為
」
が
相
異
な
っ
て
い
て
も
、「
集
団

的
行
為
者
」
の
レ
ベ
ル
で
同
じ
「
態
度
と
行
為
」
が
構
成
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
得
る
（p

p
.65

66

）。

集
団
的
行
為
者
の
成
員
」
の
「
態
度
と
行
為
」
が
決
ま
れ
ば
、「
集

団
的
行
為
者
」
の
「
態
度
と
行
為
」
も
決
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
集
団

的
行
為
者
の
態
度
を
成
員
の
態
度
に
還
元
す
る
こ
と
は
、「
原
理
的
に

は
」
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
を
後
者
に
還
元
す
る
こ
と
を
阻
む

「
実
際
的
困
難
」
が
あ
る
。
集
団
的
行
為
者
が
「
自
律
性
」
を
持
つ
と

い
う
同
書
の
主
張
は
、「
存
在
論
的
」な
も
の
で
は
な
く
、「
認
識
論
的
」

な
も
の
で
あ
る
（p

p
.76

77

）。

前
記
の
「
実
際
的
困
難
」
に
は
、
次
の
三
つ
が
あ
る
。

（
１
）
集
団
的
行
為
者
の
態
度
の
基
底
を
成
す
成
員
の
態
度
の
組
み
合

わ
せ
は
、
多
様
で
あ
り
得
る
｜
そ
の
こ
と
に
基
づ
く
困
難
（p

.77

）。

（
２
）
集
団
的
行
為
者
の
態
度
を
決
定
す
る
上
で
、
成
員
の
態
度
は
十

分
で
も
必
要
で
も
な
い
場
合
が
あ
る
｜
そ
の
こ
と
に
基
づ
く
困
難
（p

.

77

）。三
人
の
委
員
か
ら
成
る
委
員
会
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
三
つ
の

命
題
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、多
数
決
で
判
断
を
下
す
場
合
を
考
え
よ
う
。

三
つ
の
命
題
と
は
、
化
石
燃
料
使
用
に
よ
る
炭
素
排
出
量
は
年
間
六
五

億
ト
ン
で
あ
る（
ｐ
）、
ｐ
が
正
し
け
れ
ば
、
今
後
三
〇
年
で
気
温
は
少

な
く
と
も
一
・
五
度
上
昇
す
る
（
も
し
ｐ
な
ら
ば
ｑ
）、
今
後
三
〇
年
で

気
温
は
少
な
く
と
も
一
・
五
度
上
昇
す
る
（
ｑ
）、
で
あ
る
。
委
員
１
及

び
委
員
２
が
「
ｐ
」
を
支
持
し
、
委
員
１
及
び
委
員
３
が
「
も
し
ｐ
な

ら
ば
ｑ
」
を
支
持
す
る
場
合
、「
ｐ
」
と
「
も
し
ｐ
な
ら
ば
ｑ
」
は
可
決

さ
れ
る
が
、「
ｑ
」は
委
員
１
の
支
持
し
か
得
ら
れ
ず
否
決
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
諸
判
断
の
間
に
非
一
貫
性
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
こ
の

委
員
会
は
、
前
述
の
合
理
性
基
準
（「
態
度
｜
態
度
」
の
基
準14

）
）
を
満
た

せ
な
い
（p

p
.45

46

）。
こ
う
し
た
結
果
の
発
生
を
避
け
る
上
で
有
効
な

手
続
き
の
一
例
は
、「
前
提
に
依
拠
す
る
手
続
き
（p

rem
ise-b

a
sed

 
p
ro
ced

u
re

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
３
人
の
委
員
会
の
例
に
即
し
て
言

え
ば
、「
ｐ
」
と
「
も
し
ｐ
な
ら
ば
ｑ
」
を
可
決
し
た
と
き
に
は
、「
ｑ
」

を
投
票
な
し
に
承
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（p

.56

）。
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三
人
の
成
員
か
ら
成
る
集
団
が
、
多
数
決
及
び
「
前
提
に
依
拠
す
る

手
続
き
」
に
よ
り
、
三
つ
の
命
題
（「
ｐ
」、「
ｑ
」、「
ｐ
か
つ
ｑ
」）
に

つ
い
て
態
度
を
決
め
る
場
合
を
考
え
よ
う
。「
ｐ
」
と
「
ｑ
」
が
「
前
提
」、

「
ｐ
か
つ
ｑ
」
が
「
結
論
」
で
あ
る
。
成
員
１
及
び
成
員
２
が
「
ｐ
」

を
支
持
し
、
成
員
１
及
び
成
員
３
が
「
ｑ
」
を
支
持
す
る
場
合
、「
ｐ
か

つ
ｑ
」
に
関
す
る
態
度
は
、
成
員
１
が
「
可
」、
成
員
２
が
「
否
」、
成

員
３
が
「
否
」
で
あ
る
。
し
か
し
、「
前
提
に
依
拠
す
る
手
続
き
」
の
下

で
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」は
承
認
さ
れ
る（
第
一
の
ケ
ー
ス
）。
成
員
１
が「
ｐ
」

「
ｑ
」
そ
れ
ぞ
れ
を
支
持
し
、
成
員
２
及
び
成
員
３
は
「
ｐ
」
も
「
ｑ
」

も
支
持
し
な
い
場
合
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」
に
関
す
る
態
度
は
、
成
員
１
が

「
可
」、
成
員
２
が
「
否
」、
成
員
３
が
「
否
」
で
あ
る
。「
前
提
に
依
拠

す
る
手
続
き
」の
下
で
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」は
承
認
さ
れ
な
い（
第
二
の
ケ
ー

ス
）。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」

に
関
す
る
各
成
員
の
態
度
は
同
一
で
あ
る
が
、「
ｐ
か
つ
ｑ
」に
関
す
る

集
団
の
態
度
は
相
異
な
る
（
第
一
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
「
可
」、
第
二

の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は「
否
」）。「
結
論
に
関
す
る
集
団
の
態
度
は
、
二

つ
の
意
味
で
、
成
員
の
態
度
と
の
関
係
で
『
自
律
的
』
で
あ
る
。
結
論

に
関
す
る
個
々
人
の
態
度
は
、
結
論
に
関
す
る
集
団
の
態
度
を
決
定
す

る
上
で
、
十
分
で
は
な
く
必
要
で
も
な
い
」（p

.70

）。

こ
う
し
た
場
合
、
集
団
的
行
為
者
の
態
度
を
成
員
の
態
度
に
還
元
す

る
こ
と
に
は
、
困
難
が
伴
う15

）
。
困
難
は
、
集
団
内
の
専
門
分
化
に
よ
り

増
幅
さ
れ
る
。「
前
提
に
依
拠
す
る
手
続
き
」
の
下
で
、
諸
「
前
提
」
が

複
数
の
専
門
的
下
位
集
団
に
割
り
振
ら
れ
、
各
下
位
集
団
の
態
度
か
ら

集
団
の
態
度
が
導
き
出
さ
れ
る
と
し
よ
う
。
集
団
的
行
為
者
の
態
度
を

成
員
の
態
度
に
還
元
す
る
に
は
、
集
団
の
態
度
を
導
き
出
す
も
と
と

な
っ
た
諸
「
前
提
」
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
態
度
を
決
め
た

成
員
た
ち
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（p

p
.56

57,
71,

77

）。

（
３
）
集
団
成
員
の
態
度
の
変
動
に
基
づ
く
困
難
。
複
数
の
命
題
に
つ

い
て
集
団
が
順
次
態
度
を
形
成
し
て
い
く
際
、
後
の
段
階
で
形
成
さ
れ

た
態
度
が
、
前
の
段
階
で
形
成
さ
れ
た
態
度
と
整
合
的
で
な
い
場
合
が

生
じ
得
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
何
れ
か
の
段
階
の
態
度
を
変
更
す
る

こ
と
に
よ
り
態
度
間
の
整
合
性
を
確
保
す
る
、
と
い
う
手
続
き
が
採
用

さ
れ
得
る16

）
。
こ
の
手
続
き
の
下
で
は
、
成
員
の
態
度
が
変
動
す
る
の
で
、

集
団
的
行
為
者
の
態
度
を
成
員
の
態
度
に
還
元
す
る
の
は
容
易
で
な
い

（p
p
.62,

77

）。

さ
て
、L

ist a
n
d P

ettit 2011

の
序
論
は
、「
集
団
的
行
為
者
は
真

に
存
在
す
る
」「
そ
の
存
在
を
見
落
と
せ
ば
、
社
会
的
世
界
の
重
要
な
一

面
を
見
逃
す
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
同
書
の
立
場
を
集
団
的
行
為
者

に
関
す
る
「
実
在
論
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
、「
消
去
主
義
」
を
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否
定
し
て
い
る17

）
。「
消
去
主
義
」
の
立
場
は
、「
個
人
的
行
為
者
の
み
が

存
在
す
る
」、
諸
個
人
が
集
団
と
し
て
活
動
す
る
場
合
も「
新
規
の
行
為

者
」
が
生
み
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、「
集
団
に
帰
属
さ
れ
た
こ
と
」

は
「
そ
の
成
員
を
参
照
し
て
」
言
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
、「
集
団
的
行

為
者
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
語
り
も
、
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
で
あ
る
か

誤
っ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（p

.3

）。
し

か
し
前
述
の
よ
う
に
同
書
で
、
集
団
的
行
為
者
の
態
度
を
成
員
の
態
度

に
還
元
す
る
こ
と
は
「
原
理
的
に
は
」
可
能
で
あ
り
、
集
団
的
行
為
者

が
「
自
律
性
」
を
持
つ
と
い
う
主
張
は
「
認
識
論
的
」
な
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
議
論
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
論
は
、「
消
去
主
義
」と
親

和
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
議
論
と
「
集
団
的
行
為
者
は
真
に

存
在
す
る
」
と
い
う
議
論
は
、
両
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。L

ist a
n
d

 
P
ettit 2011

の
集
団
的
行
為
者
実
在
論
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
疑
問
が

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、P

ettit 2014

と
同
様L

ist a
n
d P

ettit 2011
も
、

集
団
的
行
為
者
は
実
在
す
る
と
い
う
説
得
力
の
あ
る
議
論
を
示
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
次
に
、
集
団
的
行
為
者
の
実
在
性
を
主
題
と
す
る

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
論
文
二
点
を
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
、「
独
自
の
心
を
持
つ
集
団
」
と
題
さ
れ
た
論
文
（P

ettit 2003

）

を
取
り
上
げ
る
。

同
論
文
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
集
団
に
は
、「
第
一
子
」の

よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、「
目
的
を
持
つ
」
も
の
も
あ
る
。「
目
的
を
持

つ
集
団
」
に
も
、「
特
定
の
機
能
」
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
（
た

と
え
ば
博
物
館
、
陪
審
員
団
）、「
目
標
」
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も

の
（
た
と
え
ば
政
党
、
労
働
組
合
、
企
業
、
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
）
が

あ
る
（p

.175

）。「
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
」
に
直
面
し
た

「
目
的
を
持
つ
集
団
」
は
、
通
常
、「
前
提
に
依
拠
す
る
手
続
き
」
を
採

用
し
、「
理
知
を
集
合
化
す
る（co

llectiv
ize rea

so
n

）」。「
理
知
を
集

合
化
す
る
集
団
」
は
、「
人
の
集
ま
り
（a

g
g
reg

a
tio
n
s

）」
と
は
対
照

的
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
統
合
さ
れ
た
集
合
体
（co

llectiv
ities

）」
あ
る

い
は
「
社
会
的
統
合
体
（in

teg
ra
tes

）」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（p

p
.

176
178

）。

統
合
さ
れ
た
集
合
体
は
、成
員
な
し
に
存
在
で
き
な
い
と
い
う
意
味

で
は
、
成
員
と
別
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
成
員
の
態
度

か
ら
は
全
く
不
連
続
な
（d

isco
n
tin
u
o
u
s

）
態
度
を
形
成
す
る
た
め
の

中
心
を
成
す
と
い
う
意
味
で
は
、
成
員
と
別
の
も
の
で
あ
る
」（p

.183

）。

三
人
の
被
用
者
（
Ａ
、
Ｂ
、
及
び
Ｃ
）
が
①
職
場
に
重
大
な
危
険
が
あ

る
か
、
②
給
与
引
き
上
げ
の
見
送
り
に
よ
り
導
入
可
能
と
な
る
安
全
措

置
は
有
効
か
、
③
給
与
引
き
上
げ
の
見
送
り
は
受
忍
で
き
る
か
、
④
給

与
引
き
上
げ
の
見
送
り
を
認
め
る
か
、
の
四
点
に
つ
い
て
、
多
数
決
及

び
「
前
提
に
依
拠
す
る
手
続
き
」
に
よ
っ
て
判
断
す
る
場
合
を
考
え
よ
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う
。
仮
に
成
員
の
判
断
は
、
①
に
つ
い
て
Ａ
及
び
Ｃ
が
肯
定
、
②
に
つ

い
て
Ｂ
及
び
Ｃ
が
肯
定
、③
に
つ
い
て
Ａ
及
び
Ｂ
が
肯
定
で
あ
り
、従
っ

て
結
論
④
に
つ
い
て
全
員
が
否
定
で
あ
る
と
し
よ
う
。
機
械
的
な
多
数

決
の
下
で
は
、
①
②
③
に
関
す
る
判
断
（
肯
定
）
と
④
に
関
す
る
判
断

（
否
定
）の
間
に
非
一
貫
性
あ
る
い
は
矛
盾
が
生
ず
る
。
し
か
し
、「
前

提
に
依
拠
す
る
手
続
き
」
の
下
で
は
、
④
の
肯
定
が
「
集
団
の
判
断
」

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
④
に
関
す
る
成
員
全
員
の
判
断
に
反
し
て
、「
集

団
の
判
断
」（
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
集
団
の
意
図
」）
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（p

p
.170

171,
183

）。

﹇
共
通
の
目
的
を
追
求
す
る
｜
引
用
者
注
﹈
集
団
は
﹇
中
略
﹈
個
々

の
成
員
が
持
つ
意
見
の
反
映
を
最
大
化
す
る
こ
と
と
、
集
合
的
合
理
性

を
確
保
す
る
こ
と
の
、
何
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
集
団

は
、「﹇
諸
判
断
に
お
け
る
｜
引
用
者
注
﹈
非
一
貫
性
あ
る
い
は
矛
盾
を

許
容
し
た
の
で
は
、
自
ら
の
目
的
の
有
効
な
、
あ
る
い
は
信
用
の
あ
る
、

推
進
者
と
な
ら
な
い
」。「
そ
う
し
た
﹇
共
通
の
目
的
を
追
求
す
る
｜
引

用
者
注
﹈
集
団
は
全
て
、
そ
の
目
的
の
有
効
な
推
進
者
と
な
る
こ
と
、

そ
し
て
自
ら
を
そ
の
目
的
の
有
効
な
推
進
者
と
提
示
で
き
る
こ
と
、
が

必
要
で
あ
る
。
集
団
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
で
き
な
け
れ
ば
、
成
員
を

掌
握
で
き
な
く
な
り
、
外
部
の
者
の
尊
敬
を
失
う
で
あ
ろ
う
」。「
政
党

は
、
集
合
的
非
一
貫
性
を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
こ

と
を
し
た
の
で
は
、
そ
の
政
党
は
、
支
持
者
及
び
有
権
者
一
般
の
間
で

笑
い
者
に
な
っ
て
し
ま
う
｜
そ
の
目
的
で
あ
る
筈
の
こ
と
に
真
剣
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
主
張
で
き
な
く
な
る
｜
か
ら
で
あ
る
」（p

p
.176

178

）。
集
合
的
な
判
断
及
び
意
図
」
と
「
成
員
の
判
断
及
び
意
図
」
の
間
の

不
連
続
性
（d

isco
n
tin
u
ities

）」は
、「
社
会
的
統
合
体
」
が
そ
の
成
員

と
は
別
に
存
在
す
る
行
為
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

「
不
連
続
性
」
は
、「
集
合
体
」
が
「
合
理
的
一
体
性
」
を
確
保
す
る
た

め
の
コ
ス
ト
を
表
し
て
い
る
。「
集
合
的
な
判
断
及
び
意
図
」
と
「
成
員

の
判
断
及
び
意
図
」
の
間
に

不
連
続
性
」が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
前
者

が
「
存
在
論
的
に
創
発
的
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
成
員
の
「
判
断
」

と
成
員
の
「
何
ら
か
の
手
続
き
を
受
け
入
れ
る
傾
向
性
」
が
再
現
さ
れ

れ
ば
、
集
団
の
「
集
合
的
な
判
断
及
び
意
図
」
も
再
現
さ
れ
る
。「
集
合

的
な
判
断
及
び
意
図
」
は
、
成
員
の
レ
ベ
ル
で
起
こ
る
こ
と
に
規
定
さ

れ
つ
つ
、
そ
れ
と
の
間
に

不
連
続
性
」を
持
つ
（p

.184

）。

さ
て
以
上
に
お
い
て
、
一
方
で
は
、
集
団
は
「
集
合
的
合
理
性
を
確

保
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て

行
為
者
」に
な
る
と
い
う
考
え
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、「
集
合
的
合
理
性
」を
確
保
す
る
か
否

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
集
団
は
（
未
だ
「
行
為
者
」
と
な
っ
て

い
な
い
の
で
）一
貫
し
た
諸
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
は
、
集
団
は
、
諸
判
断
に
お
け
る
「
非
一
貫
性
あ
る
い

は
矛
盾
を
許
容
」
せ
ず
、「
集
合
的
合
理
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
「
選
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択
」
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
集
団

は
「
行
為
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
集
団
は
「
集

合
的
合
理
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
（
実
在
的
な
）

行
為
者
」

に
な
る
と
い
う
考
え
は
、「
行
為
者
」と
し
て
の
集
団
の
存
在
を
前
提
す

る
こ
と
に
よ
り
、
説
得
力
を
欠
く
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

最
後
に
、「
集
団
的
行
為
者
の
実
在
性
」
と
題
さ
れ
た
論
文
（P
ettit

 
2009b

）
を
取
り
上
げ
よ
う
。

同
論
文
は
、「
目
的
的
・
表
象
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
」（
シ
ス
テ
ム
の

行
動
が
、
そ
の
表
象
に
基
づ
い
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
）
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
シ
ス
テ

ム
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
と
き
、「
行
為
者
」を
成
す
。（
１
）「
目
的

的
・
表
象
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
」
と
見
え
る
も
の
が
撹
乱
さ
れ
る
際
、

撹
乱
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
で
は
な
く
特
定
可
能
な
要
因
に
よ
り
生
ず
る
こ

と
（
撹
乱
が
ラ
ン
ダ
ム
に
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
パ
タ
ー
ン

は
外
観
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
）、（
２
）
そ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
と
見
え

る
も
の
が
、特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
硬
直
的
に
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
変
化
後
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
、（
３
）
そ
う
し
た
パ

タ
ー
ン
と
見
え
る
も
の
が
、
特
定
の
シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
に
依
存
し
て

お
ら
ず
、
多
様
な
シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
か
ら
生
み
出
さ
れ
得
る
こ
と

（p
p
.68

69,72
75

）。
自
動
温
度
調
節
装
置
に
は
、「
目
的
」（
温
度
を

一
定
の
範
囲
に
お
さ
め
る
こ
と
）
も
、「
表
象
」（
温
度
を
記
録
す
る
こ

と
）
も
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
装
置
は
、
仮
に
前
記
の
条
件
（
１
）

及
び
（
２
）
を
満
た
し
た
と
し
て
も
、
条
件
（
３
）
を
満
た
す
こ
と
は

な
い
。
そ
う
し
た
装
置
の
作
動
は
「
単
一
の
単
純
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に

基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
単
一
の
単
純
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
「
因

果
的
重
要
性
（relev

a
n
ce

）」
と
別
に
、
装
置
自
体
の
「
因
果
的
重
要
性
」

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
装
置
に
よ
る
温
度
調
節
を
理
解
す
る
上
で
必

要
な
情
報
と
し
て
、「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」に
関
す
る
も
の
と
は
別
に
、
装
置

自
体
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（p

.74

）。

三
人
の
成
員
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）
か
ら
成
る
集
団
が
、
多
数
決
に
よ
り
、

三
つ
の
問
題（「
増
税
」「
防
衛
支
出
増
加
」「
他
の
分
野
の
支
出
増
加
」）

に
つ
い
て
態
度
を
形
成
す
る
ケ
ー
ス
を
考
え
よ
う
。
Ａ
が
「
増
税
」
を
、

Ａ
及
び
Ｂ
が
「
防
衛
支
出
増
加
」
を
、
Ａ
及
び
Ｃ
が
「
他
の
分
野
の
支

出
増
加
」
を
支
持
す
る
場
合
、「
増
税
」
は
拒
否
さ
れ
、「
防
衛
支
出
増

加
」
及
び
「
他
の
分
野
の
支
出
増
加
」
は
承
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
態

度
に
は
非
一
貫
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
少
な
く
と

も
一
つ
の
態
度
が
修
正
さ
れ
る
と
し
よ
う
（p

p
.77

78,80
81

）。
そ
う

し
た
集
団
は
、前
記
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
す
。第
一
に
、「
バ
イ
ア
ス
」、

「
不
注
意
」、
パ
ニ
ッ
ク
を
生
み
出
す
「
伝
染
効
果
」、
他
人
の
意
見
へ

の
無
批
判
の
同
調
を
生
み
出
す
「
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
効
果
」
等
々
、
特
定

可
能
な
撹
乱
要
因
が
存
在
す
る
。
第
二
に
、
諸
態
度
に
お
け
る
非
一
貫
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性
を
認
識
し
適
切
に
対
処
し
得
る
集
団
は
、「
論
理
的
に
思
考
す
る

（rea
so
n

）」
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
能
力
を
持
つ
集
団
は
、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
変
化
す
れ
ば
、
目
的
達
成
に
必
要
な
手
段
を
新
た
に

選
択
す
る
筈
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
う
し
た
集
団
が
最
終
的
に
形
成
す

る
態
度
の
基
礎
を
成
す
成
員
の
態
度
（
シ
ス
テ
ム
構
成
要
素
）
は
多
様

で
あ
る
。﹇
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
具
体
的
説
明
を
示
し
て

い
な
い
。
当
初
拒
否
さ
れ
た
「
増
税
」
が
最
終
的
に
承
認
さ
れ
る
場
合

を
例
に
と
れ
ば
、
集
団
の
最
終
的
態
度
の
基
礎
を
成
す
成
員
の
態
度
と

し
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
よ
る
支
持
、
Ａ
・
Ｂ
に
よ
る
支
持
、
Ａ
・
Ｃ
に

よ
る
支
持
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。﹈自
動
温
度
調
節
装
置

が
そ
の
作
動
に
と
り
「
因
果
的
重
要
性
」
を
持
た
な
い
の
と
は
対
照
的

に
、
そ
う
し
た
集
団
の
最
終
的
態
度
は
、
そ
の
行
動
に
と
り
「
因
果
的

に
重
要
な
要
因
」
で
あ
り
得
る
（p
p
.82

87

）。

一
般
に
、
集
団
は
、「
個
々
の
成
員
の
態
度
か
ら
は
根
本
的
に
不
連
続

な
態
様
」
で
、「
目
的
的
・
表
象
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
」
を
示
す
こ
と
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
は
「
実
在
的
行
為
者
」
を
成
す
場
合
が
あ
る

（p
.87

）。

さ
て
、
前
記
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、「
個
々
の
成
員
の
態
度
か
ら
は
根

本
的
に
不
連
続
な
態
様
」
の
「
目
的
的
・
表
象
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
」

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、「
増
税
」
へ
の
Ａ
・
Ｂ
に
よ

る
支
持
に
基
づ
い
て
集
団
が
「
増
税
」
を
最
終
的
に
承
認
し
、「
増
税
」

が
実
施
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
成
員
多
数
派
の
判
断
と
集
団
の
判
断
の
間

に
齟
齬
は
な
く
、
集
団
の
判
断
を
実
施
す
る
「
行
動
」
に
と
り
、
集
団

の
判
断
の
基
礎
を
成
す
成
員
の
判
断
は
「
因
果
的
重
要
性
」
を
持
つ
筈

で
あ
る
。
実
質
的
に
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
の
は
、
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
に
よ
る
支
持
、
Ａ
・
Ｂ
に
よ
る
支
持
、
Ａ
・
Ｃ
に
よ
る
支
持
の
何
れ

も
、
集
団
の
「
行
動
」
の
必
要
条
件
で
は
な
い
と
い
う
点
に
と
ど
ま
る

の
で
は
な
い
か
。

集
団
の
態
度
の
基
礎
を
成
す
成
員
の
態
度
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
集
団
的
行
為
者
が
実
在
す
る
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
複
数
の
「
点
」
と
そ
れ
ら
が
構
成
す
る
「
形
」
に

関
す
るL

ist a
n
d P

ettit 2011

の
前
記
の
議
論
に
即
し
て
言
え
ば
、

一
つ
の
「
形
」
を
構
成
す
る
「
点
」
の
「
数
及
び
位
置
」
が
多
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
点
」
と
「
形
」
の
間
に
不
連
続
性
が
生
ず
る
と
い
う
結

論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

結
び

本
稿
で
は
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
集
団
的
行
為
者
論
を
検
討
し
、
集
団
的

行
為
者
の
実
在
性
の
論
証
は
充
分
に
為
さ
れ
て
い
な
い
と
論
じ
た
。

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
集
団
的
行
為
者
論
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
合
理
的
一

体
性
の
確
保
を
選
択
し
た
集
団
に
お
い
て
、
集
団
成
員
の
判
断
と
集
団
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の
判
断
の
間
に
不
連
続
性
が
生
じ
、
そ
れ
故
集
団
は
自
律
性
・
実
在
性

を
獲
得
す
る

と
い
う
考
え
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
考
え
に
つ
い
て
、

二
点
指
摘
し
た
。
第
一
は
、
集
団
成
員
の
判
断
か
ら
不
連
続
な
集
団
判

断
は
、
特
定
の
手
続
き
の
下
で
の
成
員
の
活
動
・
判
断
に
還
元
さ
れ
得

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。（
こ
れ
は
、Pettit 2014

に
つ
い

て
指
摘
し
た
。）
第
二
は
、「
合
理
的
一
体
性
」
の
確
保
を
選
択
す
る
集

団
に
既
に
「
合
理
的
一
体
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
、
暗
黙
の
う
ち
に

前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。（
こ
れ
は
、

P
ettit 2003

に
つ
い
て
指
摘
し
た
。）

ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
集
団
的
行
為
者
実
在
論
に
関
す
る
論
評
を
瞥
見
し
よ

う
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
二
〇
〇
〇
年
の
ペ
ー
パ
ー18

）
に
つ
い
て
、
主
張
さ
れ

て
い
る
集
団
の
自
律
性
の
内
実
は
、
成
員
が「
制
度
的
装
置（d

ev
ices

）」

を
用
い
て
集
団
の
態
度
を
形
成
す
る
こ
と
に
過
ぎ
な
い
、
と
す
る
も
の

が
あ
る
（M

iller 2002,p
p
.294

298

）。
前
記
の
第
一
の
点
は
、
こ
の

批
判
に
類
似
し
て
い
る
。L
ist a

n
d P

ettit 2011

に
つ
い
て
、
仮
に
自

律
的
な
集
団
的
行
為
者
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
態
度
を
成
員
の

態
度
に
還
元
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い
、
と
す
る
も
の
が

あ
る
（S

m
ith 2012,p

.507

）。
ま
た
、
同
書
は
集
団
的
行
為
者
の
実
在

性
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
述
べ
つ
つ
、
集
団
的
行
為
者
の
態

度
を
成
員
の
態
度
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
主
張
は
批
判

す
る
も
の
が
あ
る
（S

y
lv
a
n 2012

）。
さ
ら
に
、
集
団
的
行
為
者
は
実

在
す
る
と
い
う
主
張
を
批
判
し
つ
つ
、
そ
れ
が
「
認
識
論
的
」
な
主
張

と
さ
れ
て
い
る
点
は
重
視
し
な
い
も
の
も
あ
る
（A

n
d
ric 2014

）。
本

稿
で
は
、
集
団
的
行
為
者
は
実
在
す
る
と
い
う
同
書
の
主
張
は
、
そ
れ

が
「
認
識
論
的
」
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
明
瞭
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

組
織
・
団
体
及
び
そ
の
行
動
に
関
す
る
考
察
の
あ
り
方
に
触
れ
て
、

本
稿
を
締
め
く
く
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、「
集
団
」を
、

「
人
の
集
ま
り
」
で
「
成
員
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
存
続
す
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
」
も
の
と
把
握
す
る
（
本
稿
第
一
節
参
照
）。「
人
の

集
ま
り
」を「
成
員
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
存
続
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
持
つ
」
も
の
に
す
る
一
要
因
は
、
集
ま
っ
た
人
々
、
ま
た
集
ま
っ
た

人
々
に
目
を
向
け
る
人
々
、
の
思
考
で
は
な
い
か
。
ま
た
ペ
テ
ィ
ッ
ト

は
、
成
員
の
行
為
が
決
ま
れ
ば
集
団
的
行
為
者
の
行
為
も
決
ま
る
、
と

述
べ
て
い
る（
本
稿
第
二
節
参
照
）。
成
員
の
行
為
を
集
団
的
行
為
者
の

行
為
に
す
る
一
要
因
は
、成
員
、ま
た
成
員
・
集
団
に
目
を
向
け
る
人
々
、

の
思
考
で
は
な
い
か
。
組
織
・
団
体
と
は
い
か
な
る
存
在
か
、
そ
の
行

動
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
組
織
・
団
体
内
外

の
人
々
の
思
考
に
も
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
固
と
し
た
基
礎
を
持

つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

― ―114



注（
１
）
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、「
集
団
的
行
為
者
」、「
団
体
的
（co

rp
o
ra
te

）

行
為
者
」、「
団
体
」、
及
び
「
組
織
」
を
同
義
語
と
し
て
扱
っ
て
い

る
（P

ettit 2007,
p
.172

）。

（
２
）
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
立
場
は
、
Ｃ
・
リ
ス
ト
と
の
共
著
で
は
、
以
下
そ

れ
ぞ
れ
に
対
置
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
裁
可
（a

u
th
o
riza

-

tio
n

）理
論
」（
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
々
が
特
定
の
人
物
や
多
数
派
を

自
ら
の
代
表
と
認
め
、
そ
の
人
物
や
多
数
派
に
従
う
こ
と
に
基
づ

い
て
、
集
団
的
行
為
者
は
存
在
す
る
）、「
創
発
主
義
（em

er-

g
en
tism

）」（
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
々
の
集
ま
り
が
或
る
力
に
よ
り

生
命
を
吹
き
込
ま
れ
て
、
集
団
的
行
為
者
が
成
立
す
る
）、
及
び「
消

去
主
義（elim

in
a
tiv
ism

）」（
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
集
団
的
行
為
者
は

共
同
的
に
行
為
す
る
諸
個
人
に
過
ぎ
な
い
）で
あ
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト

は
、「
裁
可
理
論
」
に
対
し
て
は
、
集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り

は
そ
の
構
成
員
に
関
す
る
語
り
に
還
元
さ
れ
得
な
い
と
、「
創
発
主

義
」に
対
し
て
は
、
集
団
的
行
為
者
の
行
為
者
性
は
、
構
成
員
の
行

動
及
び
組
織
の
さ
れ
方
の
み
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
（「
方
法
論

的
個
人
主
義
」）、「
消
去
主
義
」
に
対
し
て
は
、
集
団
的
行
為
者
は

実
在
す
る
と
、
主
張
す
る
（L

ist a
n
d P

ettit 2011,
p
p
.2
11,

73

76

）。
そ
し
て
、
自
ら
の
立
場
に
類
似
し
た
立
場
を
と
る
研
究
者
と

し
て
、
Ｐ
・
フ
レ
ン
チ（F

ren
ch

）、
Ｊ
・
コ
ー
ル
マ
ン（C

o
lem

a
n

）、

Ｃ
・
ロ
ヴ
ェ
イ
ン
（R

o
v
a
n
e

）、
Ｊ
・
ブ
レ
イ
ス
ウ
エ
イ
ト
（B

ra
ith
-

w
a
ite

）、
及
び
Ｅ
・
Ｔ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（M

itch
ell

）
を
挙
げ
て
い

る
（L

ist a
n
d P

ettit 2011,
p
.11

）。

裁
可
理
論
」
及
び
「
創
発
主
義
」
に
対
す
る
批
判
は
多
く
の
研

究
者
に
よ
り
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
批
判
は
新
規
性
を
持

た
な
い
、
と
い
う
批
判
的
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
（S

u
g
d
en
 
2012,

p
.

269

）。

（
３
）
こ
の
論
文
の
内
容
の
一
部
が
、B

u
ch
a
k
 
a
n
d P

ettit 2015

に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（p

p
.224

227

）。

（
４
）B

rig
g
s 2012

、C
a
ria
n
i 2012

、D
ew
itt 2012

、G
a
u
s 2012

、

L
ist a

n
d P

ettit 2012

、
及
びS

y
lv
a
n 2012

を
参
照
。
な
お
、

「
集
団
的
行
為
者
」
の
責
任
に
関
す
る
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
論
文

（P
ettit 2007

）
に
つ
い
て
、
雑
誌R

ech
tsfilosofie

&
R
ech

ts-

th
eorie

で
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。D

en
 
B
rin
k
 
2009

、d
en

 
H
a
rto
g
h 2009

、P
ettit 2009a

、R
o
erm

u
n
d a

n
d V

ra
n
k
en

 
2009

、
及
びT

in
n
ev
elt 2009

を
参
照
。

（
５
）

方
法
論
的
個
人
主
義
」
に
基
づ
く
集
団
的
行
為
者
実
在
論
で
、

集
団
的
行
為
者
に
関
す
る
語
り
は
そ
の
構
成
員
に
関
す
る
語
り
に

還
元
さ
れ
得
な
い
と
す
る
も
の
。
注
2
を
参
照
。

（
６
）
ペ
テ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
同
論
文
の
内
容
は
、L

ist a
n
d P

ettit
 

2011

の
内
容
に
大
幅
に
依
存
し
て
い
る
。
新
規
の
議
論
は
、
集
団
的

行
為
者
に
関
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
的
立
場
の
考
察
（
第
三
節
）
及
び
「
法

的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
考
察
（
第
五
節
）
の
中
に
あ
る
（P

ettit 2014,

p
.1643 n

.2

）。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
集
団
的
行
為
者
の
実
在

性
に
関
し
、
同
論
文
の
議
論
とL

ist a
n
d P

ettit 2011

の
議
論
の

間
に
は
違
い
が
あ
る
。

（
７
）
こ
れ
は
、Q

u
in
to
n 1975

1976

（p
.17

）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
８
）
次
の
記
述
を
参
照
。
成
員
た
ち
に
は
、「
同
調
し
よ
う
と
い
う
動

機
（m

o
tiv
e fo

r co
n
fo
rm
ity

）」
が
あ
る
。「
物
事
を
成
し
遂
げ

― ―115



る
こ
と
を
望
む
い
か
な
る
集
団
に
お
い
て
も
、
ま
た
仕
事
を
す
る

上
で
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自
ら
を
確
立
す
る
こ
と
を

望
む
い
か
な
る
集
団
に
お
い
て
も
、
成
員
た
ち
は
、
そ
の
集
団
の
自

己
表
象
が
適
切
で
正
確
な
も
の
と
な
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
に
合
わ
せ
て
、
自
己
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
員
た
ち

は
、
言
わ
ば
、
自
ら
が
構
成
す
る
集
団
が
対
話
可
能
な（co

n
v
ersa

-

b
le

）
行
為
者
で
あ
る
こ
と
を
確
実
な
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（p
.1646

）。

（
９
）P

ettit 2008

（
第
五
章
）
は
、
集
団
的
行
為
者
に
関
連
す
る
ホ
ッ

ブ
ズ
の
議
論
に
つ
い
て
、『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
だ
け
で
な
く
他
の

著
作
も
取
り
上
げ
つ
つ
論
じ
て
い
る
。

（
10
）
こ
の
箇
所
で
は
、
集
団
的
行
為
者
は
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
そ
の

も
の
で
は
な
く
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
産
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
。

（
11
）

デ
ィ
ス
コ
ー
ス
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
着
目
さ
れ
て
い

る
の
が
「
理
由
に
基
づ
い
て
集
団
の
判
断
を
下
す
と
い
う
活
動
」
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
（P

ettit 2001,
p
.106

）。

（
12
）
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、「
集
団
に
行
為
者
性
と
い
う
属
性
（a

g
en
cy

 
p
ro
p
erty

）が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
成
員
た
ち
は
行
為
者
の
声
を
構
築

す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
」
と
述
べ
（P

ettit 2014,p
.

1651 n
.6

）、
成
員
た
ち
の
活
動
以
前
に
「
行
為
者
性
と
い
う
属
性
」

を
持
つ
集
団
が
既
に
存
在
す
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
考
え
が
、
本
文
で
引
用
し
た
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
指
摘
と
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
く
か
は
、
明
瞭
で
な
い
。

（
13
）

行
為
者
」
に
関
す
るL

ist a
n
d P

ettit 2011

の
前
記
の
説
明

を
参
照
。

（
14
）
注
13
を
参
照
。

（
15
）
リ
ス
ト
と
ペ
テ
ィ
ッ
ト
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は
、
次
の
点

に
着
目
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｜
す
な
わ
ち
、
集
団
の
態
度
を
生

み
出
す
も
と
と
な
っ
た
諸
「
前
提
」
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
の
成
員
の
態
度
を
特
定
す
る
作
業
は
、
容
易
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。

（
16
）
本
稿
第
一
節
（P

ettit 2014

第
三
節
を
取
り
上
げ
た
箇
所
）
を
参

照
。

（
17
）
注
２
を
参
照
。

（
18
）

“T
h
e D

iscu
rsiv

e D
ilem

m
a a

n
d S

o
cia
l O

n
to
lo
g
y
”

と

題
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
は
、Pettit 2003

の
も
と
に
な
っ

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（M

iller 2002,p
.294 n

.23

及
びP

ettit
 

2003,
p
.192

を
参
照
）。
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